
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

     
              関門橋       山口県 PR 本部長の 

                              「ちょるる」です 

第２４回  

全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in やまぐち 

(幕末 ISHIN) 
 

          維新発祥の地  海峡の風にのせて  

～ つなごう聴こえの架け橋を ～ 

 

≪開催期間≫ ２０１８年１１月２４日(土)・２５日(日)・２６日(月) 
≪会  場≫ 〔１１月２４日(土)〕 

●分科会  山口県国際総合センター(海峡メッセ下関) 
       山口県下関市豊前田町 3 丁目 3-1 

            電話  083-231-5600 

●懇親会  シーモールパレス 
                        山口県下関市竹崎町 4 丁目 4-8 

               電話 083-231-7000 

〔１１月２５日(日)〕 

 ●記念式典・全体会・記念講演 他 

       下関市生涯学習プラザ(ドリームシップ) 
         山口県下関市細江町 3 丁目 1-1 

             電話 083-231-1234 

≪観光ツアー≫〔１１月２６日(月)〕 

 ●１日コース 絶景 下関・北浦(日本海)コース 

        （元乃隅稲成神社・角島大橋） 

要約筆記・手話通訳あり 
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ごあいさつ 
 

 

 

 拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 

この度、2018 年 11 月 24 日(土)・25 日(日)・26 日(月)の 3 日間、 

 

山口県下関市におきまして「第２４回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in  

 

やまぐち（幕末 ISHIN）」が開催されますことを心よりお祝い申し上げます。 

 

 

 ご参加されます皆様のご参加・ご宿泊等のお申込み受付を近畿日本 

 

ツーリスト KNT―CT ホールディングス代理業 (株)ツーリストしものせき 

 

にてお取扱いさせていただくことになりましたので、ご案内申し上げます。 

 

 

大会期間中のご滞在が快適なものになりますよう、万全を期して皆様の 

 

お越しをお待ち申し上げております。 

 

 

 

 

 

敬具 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 大会スケジュール 1   

大会期間 2018 年 11 月 24 日(土)・11 月 25 日(日)・11 月 26 日(月) 

開催場所 山口県下関市（ＪＲ下関駅周辺） 

会  場 山口県国際総合センター(海峡メッセ)・シーモールパレス 

下関市生涯学習プラザ(ドリームシップ) 

【１日目】 １１月２４日（土） 

時   間 内     容 会   場 

11：30～13：00 受 付（各分科会会場にて）・資料配布 山口県 

国際総合センター 

(海峡メッセ) 

 

【分科会会場】 

801 会議室（8 階） 

804 会議室（8 階） 

海峡ホール （9 階） 

国際会議場（10階） 

 

13：00～16：30 

第１分科会 

「最後まで自分らしい 

人生を送るための終活とは？」 

第２分科会 

「耳マーク」に関する疑問に答えます 

～耳マーク井戸端会議～ 

第３分科会 

 きこえの健康支援の仕組みを学ぼう 

～この支援で変わるあなたの暮らし～ 

第４分科会 

 ふくのまちで福祉を語ろう 

～医療受診から考える難聴者の住みやすい街とは？～ 

17：15～18：00 受 付 （懇親会会場 シーモールパレス１階） シーモールパレス 

エメラルドの間 
18：00～20：00 

懇 親 会 

 ［アトラクション］下関平家踊り＆平家太鼓 

【２日目】 １１月２５日（日） 

9：00～ 9：45 受 付 （海のホール１階）  

下関市生涯学習プラザ 

(ドリームシップ) 

海のホール 

 

 

 

 

 

※昼食会場のみ 

 宙(そら)のホール 

 

9：45～10：45 
記念式典 

挨拶、祝辞、表彰状・感謝状授与、大会決議等 

11：00～12：30 

全体会（講演） 

「聴覚障害者が抱えるニーズに応える 

街づくり・施設づくり」 

～ユニバーサルデザイン2020行動計画が目指すもの～ 

講師：秋山哲男氏（中央大学研究開発機構） 

12：30～13：30 昼 食 （宙(そら)のホール２階） 

13：30～14：40 

記念講演 （海のホール１階） 

『高杉晋作と坂本龍馬のまち・下関』 

講師：町田一仁氏（下関市立歴史博物館館長） 

＊市民公開講演  

14：55～15：10 引継ぎ式・閉会セレモニー 

【３日目】 １１月２６日（月） 

8：30～16：30 
一日観光ツアー：絶景下関・北浦(日本海)コース 

（元乃隅稲成神社・角島大橋）  
貸切バス 
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●11 月 24 日(土) 13：00～16：30 

山口県国際総合センター（海峡メッセ下関） 

第１分科会                （全難聴女性部） 

最後まで自分らしい人生を送るための終活とは？ 

講 師：波多江 伸子 先生 作家/大学講師/福岡がん患者団体ネットワーク代表 

NPO 法人日本医学ジャーナリスト協会西日本支部 副支部長  

１部 講師による講演 

２部 講師と２名のパネリストを交えて参加者とパネルディスカッション 

座長：新谷友良理事長   パネリスト：片岡知子、江口久仁子 

全難聴福祉大会における女性部の役割を確認し、その存在意義をアピールします。

誰もが避けて通れない人生の終わりに向けて、どんなことをすればよいのか？ 

老いも若きもみんなで一緒に、具体的に話し合う機会をもちたいと企画しました。 

女性ならではの企画、身近なテーマを考案し、学び、多数の参加を推進し、また

参加によって他地域の方々と交流、情報交換の場となることでしょう。 

 

第２分科会              （全難聴耳マーク部） 

「耳マーク」に関する疑問に答えます 
～耳マーク井戸端会議～ 

◆基調報告：「耳マーク」アンケート調査集計結果から見えてきた 

地域協会からの疑問や課題､その解決策とは」（全難聴耳マーク部長） 

◆シンポジウム：活動発表・意見交換 

★シンポジスト発表（コーディネーター：全難聴佐野事務局長） 

１．メディア活用など耳マークの普及啓発活動例 （滋賀県難協・長田氏） 

２．各協会の耳マークグッズ作成目的と普及活動 （名古屋難協・荒川氏） 

３．外部からの問い合わせ対応と耳マーク管理規定（耳マーク担当職員・林氏）  

４．ヒアリングループ・赤外線補聴装置など補聴援助システム問題（静岡県難協・佐野氏） 

５．一般会員・支援者と共に耳マーク普及啓発活動例  （愛知県難協・黒田氏） 

６．「手話マーク」「筆談マーク」についての全難聴方針 （全難聴佐野事務局長） 

◆フロアとの質疑応答 

「耳マーク」の一層の普及啓発を目指すために、アンケート集計結果から見えて

きた様々な課題を共有し、確認し合います。耳マーク普及のバリアとなる様々な問

題について解決できるよう、地域協会の活動や取り組みを発表し、意見交換・質疑

応答も行います。なお、分科会会場には、加盟協会独自の耳マークグッズを提示し

ます。ふるってご参加ください。 



第 3 分科会        （全難聴きこえの健康プロジェクト） 

きこえの健康支援の仕組みを学ぼう  

～この支援で変わるあなたの暮らし～ 

講 師：氏 田 直 子氏：福井医療大学講師、プロジェクト委員（言語聴覚士） 

草地 美穂子氏：ハワイ州政府健康省障害者総合支援機関、 

ハワイ州公認メンタルヘルスカウンセラー（難聴者） 

１．きこえの健康支援とは？ （瀬谷国際部長、プロジェクト委員長） 

２．きこえの健康支援を擬似体験しよう （氏田氏、草地氏、国際部員） 

３．きこえの健康支援の先進性及び今後の課題（氏田氏、草地氏、瀬谷＜司会＞） 

全難聴が 2013 年に「きこえの健康支援構想」を提案してから 5 年の月日が流

れました。この間、2度のアンケート調査や各専門家との協議を経て支援システム

を具体化し、現在東京都を中心に社会実験を行うべく準備を進めております（平成

30 年７月の時点）。本分科会では、この近未来支援システムの基礎を学ぶと共に、

フロアのみなさまも疑似体験していただくことで理解を深めていきます。 

さらに、この支援システムの世界における位置づけや今後の方針・課題を知るこ

とで、幕末 ISHIN を実感していただきます。 

 

第４分科会          （山口県中途失聴・難聴者協会） 

ふくのまちで福祉を語ろう  

 ～医療受診から考える難聴者の住みやすい街とは？～ 

パネリスト：金谷 浩一郎氏（耳鼻咽喉科かめやまクリニック院長・山口県難協顧問） 

パネリスト. 山口 美信氏（NPO 法人広島市要約筆記サークルおりづる） 

パネリスト. 伊藤 由美子（山口県難協）、山口県要約筆記者（予定） 

コーディネーター：佐藤 真澄氏（山口学芸大学教授）、座長：緒方 啓一（山口県難協） 

第１部 山口県難協の取組みについて 

第２部 難聴者の住みやすい街とはどんな街か？ 

下関は「ふく（フグ（河豚））のまち」ともいわれます。この「ふく」を福祉の

「ふく（福）」とかけて、難聴者の住みやすい街の姿について、大いに語りあえる

分科会にしたいと考えています。 

まず、難聴者が医療受診する際の課題に対する山口県難協の取り組みを報告し、

パネリストと会場のみなさまで議論していただきます。そして難聴者が感じてい

る街の中での課題についても話を広げ、難聴者の住みやすい街とはどんな街なの

か？ 具体的な姿や方向性が得られるようなパネルディスカッションを展開してい

きます。 

※発表者などは、都合により変更になることがございます。 

※分科会は先着順です。ご希望に添えない場合もございます。あらかじめご了承ください。 

＜略語＞  ・全難聴 （全日本難聴者・中途失聴者団体連合会） 

・難 協 （中途失聴・難聴者協会）



 
 

●11 月 25 日(日) 

 下関市生涯学習プラザ（ドリームシップ） 

99：00～ 9：45 受 付（海のホール１階） 
＊ホワイエにて協賛企業出展、全難聴女性部バザーなどのブースあり 

99：45～10：45  記念式典 

11：00～12：30   全体会（講演） 

12：30～13：30   昼食 宙
そら

のホール 

 

 

13：30～14：55   記念講演 ＜市民公開講演＞ 

『高杉晋作と坂本龍馬のまち・下関』 

講師：町田 一
かず

仁
と

 氏 （下関市立歴史博物館 館長） 

今年は明治150年です。ここ下関は幕末、時代のターニングポイントとなっ

た下関戦争などの歴史的な事件の舞台となった地です。幕末の下関といえば、

颯爽とこのまちを駆け抜けた高杉晋作や坂本龍馬などが思い浮かびます。 

晋作や龍馬の活躍の陰には、彼らを物心両面から支えた下関の人々がいまし

た。本講演では、晋作・龍馬と下関の深い関わりについてお話いたします。 

＜町田氏プロフィール＞1955年下関市生まれ、中央大学文学部史学科卒業。 

著書：『下関市史』藩制――市制施行（共著、下関市、2009年） 

『ユネスコ世界記憶遺産と朝鮮通信使』（共編、明石書店、2017年）など。 

論文：「1711年の朝鮮通信使――下関で起きた二つの事件」（『朝鮮通信使 

研究』第19号、2015年）、「朝鮮通信使と江戸御馳走役――宝暦の 

事例」（『朝鮮通信使地域史研究』創刊号、2015年）ほか。 

14:55～15:10   引継ぎ式・閉会セレモニー

聴覚障害者が抱えるニーズに応える街づくり・施設づくり 
～ユニバーサルデザイン 2020 行動計画が目指すもの～ 

講師：秋山 哲男 氏 （中央大学研究開発機構 教授） 

「ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」の説明を軸に、中途失聴・難聴

者が音声の聞きやすい・話しやすい環境の街や施設をどのように構築してい

けばよいのかについて、講演いただきます。2020 オリ・パラ東京大会を

契機に、全国でどのようにバリアフリー化が進められていくのか、私たちに

どのように関わるのか、質疑応答で学びを深めましょう。 

（参考）http://www.mlit.go.jp/common/001174584.pdf 

各ホール飲食禁止です。ただし本大会参加者は宙のホールのみ飲食できます。

弁当ご注文の方へは宙のホール受付で引換券にて配布します。 



●11 月 26 日(月) 観光ツアー  
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本州西端の道の駅。2016 年全国№1の人気道の駅。 

豊北町産の新鮮な魚介類をはじめ、農産物、特産物を取り揃えています。 

イメージキャラクター「ほっくん」がみなさまをお待ちしています。 
 

元乃隅稲成神社   

津和野の太鼓谷稲成神社から分霊されて 1955 年建立。 

地域の人々の信仰を集めています。2015年アメリカのニュース専門放送局が 

発表した「日本で最も美しい場所 31 選」の一つとして選ばれ、それを見た 

世界中の人が訪れることとなり一気にブレイクしました。鳥居の「朱」と 

日本海のコバルトブルーのコントラストがすばらしい景観を見せてくれます。 

「日本一
・ ・ ・

入れづらい
・ ・ ・ ・ ・

賽銭箱」にもチャレンジしてください。 
 

角島大橋  

平成12年開通。通行料無料の離島架橋としては日本屈指の長さ(1780ｍ) 

を誇ります。橋を渡るとそこは、北長門海岸国定公園の角島です。 

撮影スポットは至る所にあり、プロ・アマ問わずに大人気です。 

 

 

 

 



第 24 回 全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in やまぐち（幕末 ISHIN） 

＊＊＊分科会・宿泊等のお申込みについて＊＊＊ 

大会参加・ご宿泊・お弁当・観光ツアーにつきましては、本要項に 

よる事前申込みが必要となります。 

 下記概要をご確認のうえ、別紙「第２４回全国中途失聴者・難聴者 

福祉大会 in やまぐち 参加申込書」にて FAX・メール又は郵送に 

よりお申込みください。 

開催中は３連休と観光シーズンでもあり、予約が取れにくい時季です。 

事前にご準備をしています。お早めのお申込みをおすすめいたします。 

先着順で定員になりしだい締切りとなりますので、ご希望に添えない 

場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

 お申込み方法  

同封の「参加申込書」に必要事項すべてをご記入の上、FAX又は郵送 

・E メールにてお申込みください。 

 
 

① 【新規・追加・変更・取消し】 

いずれかに○印をご記入いただき、申込みを行ってください。 

記入漏れのないように、希望される項目を充分にご確認お願いします。 

② 参加費 ４，５００円  本人・同伴者(介助者・通訳者)・子供(小学生以上)同額 

記念誌・記念品等を各分科会会場にてお渡しします。 

参加費は返金いたしません。事前に取り消された場合や、 

当日欠席の場合は、大会終了後に資料等を送付いたします。 
 

③ 分科会（第１・第２・第３・第４） 

必ず第一希望・第二希望をご記入ください。 

 

④ 懇親会 ７，０００円 本人・同伴者(介助者・通訳者)・子供(小学生以上)同額 

下関らしいメニューをご用意いたします。フリードリンク付き。 

アトラクション（下関平家踊り＆平家太鼓）もお楽しみください。 

⑤ 大会２日目（25 日）のお弁当 １，０００円   

記念式典のあと配布します。 

宙のホール受付にて弁当引換券との交換になります。 

当日売りはありません。近辺に売店など少ないためご利用ください。 
 

⑥ 一日観光ツアー １０，０００円  絶景 下関・北浦(日本海)コース  

下関駅南交通広場 集合・解散 
※新山口駅での下車、解散も可能です。申込書の下欄通信欄にご記入ください。 



⑦ 宿泊ホテルのご案内 

♦表示料金は、お一人様あたり 1 泊朝食付・諸税・企画手配料金込みの代金です。 

ホテル名 
ホテル 

記号 
シングル 

ルーム代金 

ツイン 
ルーム代金 

大会会場まで 懇親会会場まで 

海峡メッセ ドリームシップ シーモールパレス 

スマイルホテル下関 
A-1 7500 *** 

徒歩  5 分 徒歩 10 分 徒歩  3 分 
A-2 *** 7000 

ヴィアイン下関 
B-1 7000 *** 

徒歩  5 分 徒歩  7分 徒歩  5 分 
B-2 *** 6500 

プラザホテル下関 
C-1 7000 *** 

徒歩 10分 徒歩  5分 徒歩 15 分 
C-2 *** 6500 

下関ステーションホテル D-1 7000 *** 徒歩 10分 徒歩 15 分 徒歩 10 分 

東横イン下関 E-1 7000 *** 徒歩  5 分 徒歩  7分 徒歩 10 分 

東京第一ホテル下関 
F-1 7500 *** 

 車 10 分  車 10 分  車 10 分 
F-2 *** 7000 

⑧ 取消料金について (弊社営業日時間内での受付によります。) 

項 目      取消日 11/14まで 11/21まで 前日まで 当 日 無連絡不参加 

参 加 費 ご返金はいたしません。 

懇 親 会 無料 50% １００％ １００％ １００％ 

昼食弁当 無料 無料 50% １００％ １００％ 

観光ツアー 無料 無料 50% １００％ １００％ 

宿 泊 料 無料 20％ 50% １００％ １００％ 

⑨ お申込み期間  9 月１日(土) ～ 10 月 24 日(水) 

⑩ 予約確認書、請求書、参加証名札などの発送 

１０月１５日より順次確認書・請求書・参加証名札等発送いたします。 

予約確認書・請求書等の内容をご確認頂き 到着１０日以内に指定の 

銀行口座にお振込みください。振込先は請求書に記載しております。 

※大会当日は、予約確認書、参加証名札、弁当引換券を忘れないように 

ご持参ください。 

⑪ 新規お申込み後、追加・変更・取消しがあった場合 

FAX 又は郵送・Ｅメールでご連絡お願いします。 

お電話での受付はできません。 

①～⑪ ご熟読のうえお申込ください。ご不明な点お問合せください。 

⑫ お問合せ先 
近畿日本ツーリスト KNT―CTホールディングス代理業 (株)  

   営業日・営業時間  平日 9時～18 時 45 分  (日曜・祝日お休み) 

            土曜日 9時～12 時 45 分 

  住所   〒750-0016 山口県下関市細江町 2 丁目 2 番 5 号 

  FAX   083-223-4892    E-mail         fukushi@tourist-shimonoseki.jp 

    電話   083-223-4891    担当携帯番号   竹下 090-2863-7006 



 

 

【公共交通機関でお越しの場合】  

  ・Ｊ Ｒ 利 用   新幹線 新下関駅より 山陽本線 下り下関駅行き  所要１０分 

新幹線 小倉駅より 上り下関駅行き  所要１５分 

  ・航空機利用    山口宇部空港よりサンデン交通バス 下関駅行き  所要８０分 

北九州空港より小倉駅まで空港バス・小倉駅より上り下関駅行き   所要５０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お車でお越しの場合】  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場までのアクセス 



11月24日(土) 分科会 会場 山口県国際総合センター（海峡メッセ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月25日(日) 全体会等 会場 下関生涯学習プラザ（ドリームシップ） 

  ＜１階＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜２階＞ 


